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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及び液晶表示素子の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  視認性の良いインターレース駆動方式の液晶
装置及び液晶表示素子の駆動方法を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置（１０）は、ｎ個の液晶層
を積層した液晶表示素子（１２）と、複数の液晶層を駆
動する駆動回路（２８）と、駆動回路を制御し、液晶表
示素子への表示画像の書き込みを、画像の一つのフレー
ムをｎ個のフィールドに分割するインターレス駆動によ
って行なう制御回路（３２）とを有する。このインター
レース駆動によれば、複数の液晶層を支持している光吸
収層の色（通常は黒）が背景に現れることがなく、視認
性の良い画像が得られる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示装置において、
ｎ（ｎ：正の整数）個の液晶層を積層した液晶表示素子
と、
上記複数の液晶層を駆動する駆動回路と、
上記駆動回路を制御し、上記液晶表示素子への表示画像
の書き込みを、上記画像の一つのフレームをｎ個のフィ
ールドに分割するインターレス駆動によって行なう制御
回路とを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  上記液晶表示素子は、
観察者側から、青色の光を選択的に反射する第１の液晶
層と、緑色の光を選択的に反射する第２の液晶層と、赤
色の光を選択的に反射する第３の液晶層とを有し、
上記制御回路は、一つのフレームを第１フィールドから
第３フィールドに分割して上記液晶表示素子への書き込
みを行なうことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示
装置。
【請求項３】  上記液晶層は、並列に配置された複数の
走査電極と、該複数の走査電極にほぼ直交する方向に並
列に配置された複数のデータ電極と、上記複数の走査電
極と複数のデータ電極との間に配置された液晶材料とを
含み、
上記駆動回路は上記走査電極に接続された走査電極駆動
回路を含むことを特徴とする請求項１又は２のいずれか
一に記載の液晶表示装置。
【請求項４】  ｎ（ｎ：正の整数）個の液晶層を積層し
た液晶表示素子の駆動方法において、
上記液晶表示素子への表示画像の書き込みを、上記画像
の一つのフレームをｎ個のフィールドに分割するインタ
ーレス駆動によって行なうことを特徴とする液晶表示素
子の駆動方法。
【請求項５】  複数の液晶層を積層した液晶表示素子を
有し、
上記液晶層はそれぞれ、特定の方向に並列に配置された
複数の走査電極と、上記特定の方向と直交する別の方向
に並列に配置された複数のデータ電極と、上記複数の走
査電極と複数のデータ電極との間に配置された液晶材料
とを含み、
上記複数の液晶層は、上記特定の方向と直交する別の方
向に、上記走査電極を一列づつずらして配置されている
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】  上記複数の液晶層の走査電極は共通の駆
動回路に接続されており、上記駆動回路は上記複数の液
晶層の走査電極に対して共通の駆動電圧を供給すること
を特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】  上記複数の液晶層は３つの液晶層からな
り、少なくとも２つの液晶層の走査電極が、上記特定の
方法と直交する別の方向に一列ずらして配置されている
ことを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複数の液晶層を積
層した液晶表示素子を有する液晶表示装置及び該液晶表
示装置の駆動方法に関する。特に、本発明は、複数の液
晶層を積層し、フルカラーの画像を表示可能な液晶表示
装置及び該液晶表示装置のインターレース駆動方法に関
する。
【０００２】
【従来の技術】電力が供給されていない状態においても
特定の相状態又は配向を維持できる所謂メモリ性液晶
（例えば、カイラルネマチック液晶）を用いた液晶装置
が提案されている。この液晶装置は、電力の供給が無く
ても画像を保持できるという利点の裏返しとして、反応
速度が遅い（すなわち、電力の供給が開始されてから所
望の色が発現するまでの応答時間が長い）という欠点が
ある。そのため、一つの液晶表示素子又は液晶パネル上
で画像を書き変えるために多くの時間を要し、動画の表
示には不向きであると考えられていた。
【０００３】このような問題を解消する方法として、テ
レビジョン画像工学の分野で一般的に採用されている走
査方式（インターレース走査方式）を液晶装置に適用す
ることが考えられる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、液晶装置にイ
ンターレス方式を採用するには種々の解決しなければな
らない問題がある。例えば、複数の型式の液晶装置の中
でも、特に特定の色（赤、青、緑）の光を選択的に反射
する３枚の液晶層を積層してなる反射型液晶装置は、あ
る画素部分であって、いずれの液晶層においても電圧が
印加されている画素部分では、当該画素部分からの反射
光が得られず、３枚の液晶層を支持している光吸収層の
色（通常は黒）が背景に現れる。そのため、上述したテ
レビジョンと同様のインタレース方式を採用すると走査
線が一本置きに黒く現れ、画像の視認性が著しく低下す
るという問題がある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】そこで、本発明は、イン
ターレース方式を採用すると共に、インターレース方式
を採用することによる視認性の低下を解消し得る新たな
液晶表示装置を提供することを目的とする。
【０００６】この目的を達成するため、本発明の液晶表
示装置は、ｎ（ｎ：正の整数）個の液晶層を積層した液
晶表示素子と、上記複数の液晶層を駆動する駆動回路
と、上記駆動回路を制御し、上記液晶表示素子への表示
画像の書き込みを、上記画像の一つのフレームをｎ個の
フィールドに分割するインターレス駆動によって行なう
制御回路とを有する。
【０００７】本発明の他の形態の液晶表示装置は、上記
液晶表示素子が、観察者側から、青色の光を選択的に反
射する第１の液晶層と、緑色の光を選択的に反射する第
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２の液晶層と、赤色の光を選択的に反射する第３の液晶
層とを有し、上記制御回路が、一つのフレームを第１フ
ィールドから第３フィールドに分割して上記液晶表示素
子への書き込みを行なうことを特徴とする。
【０００８】本発明の他の形態の液晶表示装置は、上記
液晶層が、並列に配置された複数の走査電極と、該複数
の走査電極にほぼ直交する方向に並列に配置された複数
のデータ電極と、上記複数の走査電極と複数のデータ電
極との間に配置された液晶材料とを含み、上記駆動回路
は上記走査電極に接続された走査電極駆動回路を含むこ
とを特徴とする。
【０００９】本発明の液晶表示素子の駆動方法は、ｎ
（ｎ：正の整数）個の液晶層を積層した液晶表示素子に
おいて、上記液晶表示素子への表示画像の書き込みを、
上記画像の一つのフレームをｎ個のフィールドに分割す
るインターレス駆動によって行なうことを特徴とする。
【００１０】本発明の別の液晶表示装置は、複数の液晶
層を積層した液晶表示素子を有し、上記液晶層はそれぞ
れ、特定の方向に並列に配置された複数の走査電極と、
上記特定の方向と直交する別の方向に並列に配置された
複数のデータ電極と、上記複数の走査電極と複数のデー
タ電極との間に配置された液晶材料とを含み、上記複数
の液晶層は、上記特定の方向と直交する別の方向に、上
記走査電極を一列づつずらして配置されていることを特
徴とする。液晶表示装置。
【００１１】本発明の他の形態の液晶表示装置は、上記
複数の液晶層の走査電極は共通の駆動回路に接続されて
おり、上記駆動回路は上記複数の液晶層の走査電極に対
して共通の駆動電圧を供給することを特徴とする。
【００１２】本発明の他の形態の液晶表示装置は、上記
複数の液晶層は３つの液晶層からなり、少なくとも２つ
の液晶層の走査電極が、上記特定の方法と直交する別の
方向に一列ずらして配置されていることを特徴とする。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、添付図面を参照して本願発
明の複数の実施形態を説明する。なお、添付図面におい
て、共通する又は類似する構成部分には同一の符号が付
してある。また、以下の説明では、発明の理解を容易に
するために、方向を示す用語（例えば、「上」、
「下」、「右」、「左」、及びこれらを含む別の用語）
を適宜用いるが、本発明の範囲はこれらの用語によって
限定されるものでない。
【００１４】（１）  実施形態１
図１は、反射型液晶表示装置の断面構造を概略説明する
ための模式図である。この図に示すように、液晶表示装
置１０は、液晶表示素子１２を有する。液晶表示素子１
２は、観察者側（図面の上方）から、３つの液晶層１４
（青色液晶層Ｂ、緑色液晶層Ｇ、赤色液晶層Ｒ）と、光
吸収層１６とを有する。各液晶層１４は、上部透明基板
１８と、この上部透明基板１８から所定の間隔をおいて
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平行に配置された下部透明基板２０と、上部透明基板１
８と下部透明基板２０との間に収容された液晶２２を有
する。本実施形態において、透明基板には透明ガラス板
が利用され、液晶にはメモリ性液晶（例えば、カイラル
ネマチック液晶）が利用されているが、本発明の適用は
そのような構成によって限定されるものでない。
【００１５】上部透明基板１８は、液晶２２と接する表
面に、所定の間隔をあけて並列に配置された複数（本実
施形態ではｎ個）の帯状透明電極（走査線電極又はロウ
電極）を有する。他方、下部透明基板２０は、液晶２２
と接する表面に、所定の間隔をあけて並列に配置された
複数（本実施形態ではｍ個）の帯状透明電極（データ線
電極又はカラム電極）を有する。具体的に、図２に示す
ように、走査線電極２４とデータ線電極２６は、異なる
方向に配列されており、本実施形態では、観察者から見
て、走査線電極２４は左右方向に向けて伸び且つ上下方
向に所定の間隔をあけて配置されており、データ線電極
２６は上下方向に向けて伸び且つ左右方向に所定の間隔
をあけて配置されている。なお、透明電極は、当業者に
周知のとおり、インジウム・錫酸化物（ＩＴＯ）で形成
されている。
【００１６】本実施形態では、各液晶層１４の走査線電
極２４とデータ線電極２６は、左右、上下のいずれの方
向にもずれることなく積層されている。つまり、走査線
電極に関し、青色液晶層Ｂの１列目からｎ列目の走査線
電極は、緑色液晶層Ｇの１列目からｎ列目の走査線電極
の上に位置し、また、緑色液晶層Ｇの１列目からｎ列目
の走査線電極は、赤色液晶層Ｒの１列目からｎ列目の走
査線電極の上に位置している。同様に、データ線電極に
関し、青色液晶層Ｂの１列目からｍ列目のデータ線電極
は、緑色液晶層Ｇの１列目からｍ列目のデータ線電極の
上に位置し、また、緑色液晶層Ｇの１列目からｍ列目の
データ線電極は、赤色液晶層Ｒの１列目からｍ列目のデ
ータ線電極の上に位置している。
【００１７】図３に示すように、各液晶層１４には個別
に走査線駆動ドライバ(走査線駆動回路)２８とデータ線
駆動ドライバ（データ線駆動回路）３０が用意されてお
り、各液晶層１４の走査線電極２４とデータ線電極２６
はそれぞれ対応する走査線駆動ドライバ２８とデータ線
駆動ドライバ３０に接続されている。これら複数の走査
線駆動ドライバ２８とデータ線駆動ドライバ３０はま
た、共通のコントローラ（制御回路）３２に接続されて
いる。
【００１８】図４に示すように、各走査線駆動ドライバ
２８は、シフトレジスタ３４、レベルシフタ３６、ドラ
イバ３８で構成されており、コントローラ３２から伝送
されるシフトクロック４０とラッチ信号４２に応じて、
シフトクロック４０に対応する走査線電極２４に、液晶
駆動電源４４から供給される所定の電圧（走査線駆動電
圧４６）が印加されるようにしてある。なお、走査線駆
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動ドライバ２８の具体的動作は、後に詳細に説明する。
【００１９】次に、図５と図６を参照し、液晶表示素子
１２のインターレス駆動について説明する。なお、説明
を簡単にするため、各液晶層１４は９個の走査線電極を
有するものとする。また、以下の説明において、（Ｎ，
Ｍ）の表示は、第Ｎ列目の走査線電極と第Ｍ列目のデー
タ線電極との交点に表示される画素を表すものとする。
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さらに、本インターレース駆動において、一つのフレー
ムは３つのフィールド（１／３フレーム）に分割されて
いる。そして、各液晶層１４の走査線（第１列目から第
９列目の走査線）は、３つのフィールドＦ１，Ｆ２，Ｆ
３に対して以下の表１に示す関係に割り付けされる。
【００２０】
【表１】

【００２１】図５（ａ１）～（ａ３）、（ｂ１）～（ｂ
３）は、３つのフィールドＦ１，Ｆ２，Ｆ３に対応して
駆動（走査線駆動電圧４６が印加）される走査線を示
し、ハッチングの付されている部分が駆動されている走
査線を示す。具体的に、図５（ａ１）、（ｂ１）に示す
ように、まず最初のフィールドＦ１において、赤色液晶
層Ｒでは第１、４、７列目の走査線電極が順次走査駆動
され、緑色液晶層Ｇでは第２、５、８列目の走査線電極
が順次走査駆動され、青色液晶層Ｂでは第３、６、９列
目の走査線電極が順次走査駆動される。したがって、例
えば、第１列目のデータ線電極２６（２６－１）にデー
タ線駆動ドライバ３０からデータ線駆動電圧が印加され
ている場合、このデータ線電極２６と赤色液晶層Ｒの第
１、４、７列目の走査線電極２４とが交叉する画素
（１，１）、（４，１）、（７，１）に対応する液晶部
分の配向が変わり、透過状態となる。このとき、緑色液
晶層Ｇと青色液晶層Ｂの第１、４、７列目は反射状態で
あり、観察側から見ると走査線列の第１、４、７列目は
緑色と青色が選択的に反射される。また、データ線電極
２６と緑色液晶層Ｇの第２、５、８列目の走査線電極２
４とが交叉する画素（２，１）、（５，１）、（８，
１）に対応する液晶部分の配向が変わり、透過状態とな
る。このとき、赤色液晶層Ｒと青色液晶層Ｂの第２、
５、８列目は反射状態であり、観察側から見ると走査線
列の第２、５、８列目は赤色と青色が選択的に反射され
る。さらに、データ線電極２６と青色液晶層Ｂの第３、
６、９列目の走査線電極２４とが交叉する画素（３，
１）、（６，１）、（９，１）に対応する液晶部分の配
向が変わり、透過状態となる。このとき、緑色液晶層Ｇ
と赤色液晶層Ｒの第３、６、９列目は反射状態であり、
観察側から見ると走査線列の第３、６、９列目は緑色と
赤色が選択的に反射される。
【００２２】次に、図５（ａ２）、（ｂ２）に示すよう
に、フィールドＦ２において、赤色液晶層Ｒでは第２、
５、８列目の走査線電極が順次走査駆動され、緑色液晶
層Ｇでは第３、６、９列目の走査線電極が順次走査駆動

され、青色液晶層Ｂでは第１、４、７列目の走査線電極
が順次走査駆動される。したがって、例えば、第１列目
のデータ線電極２６にデータ線駆動ドライバ３０からデ
ータ線駆動電圧が印加されている場合、このデータ線電
極２６と赤色液晶層Ｒの第２、５、８列目の走査線電極
２４とが交叉する画素（２，１）、（５，１）、（８，
１）に対応する液晶部分の配向が変わり、透過状態とな
る。このとき、緑色液晶層Ｇと青色液晶層Ｂの第２、
５、８列目は反射状態であり、観察側から見ると走査線
列の第２、５、８列目は緑色と青色が選択的に反射され
る。また、データ線電極２６と緑色液晶層Ｇの第３、
６、９列目の走査線電極２４とが交叉する画素（３，
１）、（６，１）、（９，１）に対応する液晶部分の配
向が変わり、透過状態となる。このとき、赤色液晶層Ｒ
と青色液晶層Ｂの第３、６、９列目は反射状態であり、
観察側から見ると走査線列の第３、６、９列目は赤色と
青色が選択的に反射される。さらに、データ線電極２６
と青色液晶層Ｂの第１、４、７列目の走査線電極２４と
が交叉する画素（１，１）、（４，１）、（７，１）に
対応する液晶部分の配向が変わり、透過状態となる。こ
のとき、緑色液晶層Ｇと赤色液晶層Ｒの第１、４、７列
目は反射状態であり、観察側から見ると走査線列の第
１、４、７列目は緑色と赤色が選択的に反射される。
【００２３】続いて、図５（ａ３）、（ｂ３）に示すよ
うに、フィールドＦ３において、赤色液晶層Ｒでは第
３、６、９列目の走査線電極が順次走査駆動され、緑色
液晶層Ｇでは第１、４、７列目の走査線電極が順次走査
駆動され、青色液晶層Ｂでは第２、５、８列目の走査線
電極が順次走査駆動される。したがって、例えば、第１
列目のデータ線電極２６にデータ線駆動ドライバ３０か
らデータ線駆動電圧が印加されている場合、このデータ
線電極２６と赤色液晶層Ｒの第３、６、９列目の走査線
電極２４とが交叉する画素（３，１）、（６，１）、
（９，１）に対応する液晶部分の配向が変わり、透過状
態となる。このとき、緑色液晶層Ｇと青色液晶層Ｂの第
３、６、９列目は反射状態であり、観察側から見ると走
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7
査線列の第３、６、９列目は緑色と青色が選択的に反射
される。また、データ線電極２６と緑色液晶層Ｇの第
１、４、７列目の走査線電極２４とが交叉する画素
（１，１）、（４，１）、（７，１）に対応する液晶部
分の配向が変わり、透過状態となる。このとき、赤色液
晶層Ｒと青色液晶層Ｂの第１、４、７列目は反射状態で
あり、観察側から見ると走査線列の第１、４、７列目は
赤色と青色が選択的に反射される。さらに、データ線電
極２６と青色液晶層Ｂの第２、５、８列目の走査線電極
２４とが交叉する画素（２，１）、（５，１）、（８，
１）に対応する液晶部分の配向が変わり、透過状態とな
る。このとき、緑色液晶層Ｇと赤色液晶層Ｒの第２、
５、８列目は反射状態であり、観察側から見ると走査線
列の第２、５、８列目は緑色と赤色が選択的に反射され
る。
【００２４】以後、上述したフィールドＦ１、Ｆ２、Ｆ
３に対応する処理が繰り返し実行される。
【００２５】上述したインターレス駆動に対応した走査
線駆動ドライバ２８の駆動について図６を参照して説明
する。この図において、走査線シフトクロックは、赤色
液晶層Ｒ、緑色液晶層Ｇ、青色液晶層Ｂのシフトレジス
タ３４に入力されるパルスで、各フレームに対し、まず
赤色液晶層Ｒのシフトレジスタ３４には１個のシフトク
ロックが入力され、緑色液晶層Ｇのシフトレジスタ３４
には２個のシフトクロックが入力され、青色液晶層Ｂの
シフトレジスタ３４には３個のシフトクロックが入力さ
れる。次に、各液晶層１４のシフトレジスタ３４には、
走査線ラッチ信号４２が入力される。これにより、赤色
液晶層Ｒの走査線駆動ドライバ２８は、走査線ラッチ信
号４２が入力される前に入力されたシフトクロックの数
に対応する番号の走査線電極２４に対し、走査線駆動信
号４６を印加する。つまり、赤色液晶層Ｒでは第１列目
の走査線電極２４に対して走査線駆動信号４６が印加さ
れ、緑色液晶層Ｇでは第２列目の走査線電極２４に対し
て走査線駆動信号４６が印加され、青色液晶層Ｂでは第
３列目の走査線電極２４に対して走査線駆動信号４６が
印加される。また、画像信号に応じて、各液晶層１４で
は、データ線電極２６に対してデータ線駆動信号４８が
印加される。
【００２６】次に、赤色液晶層Ｒ、緑色液晶層Ｇ、青色
液晶層Ｂのシフトレジスタ３４に、それぞれ３個のシフ
トクロックが入力される。また、各液晶層１４のシフト
レジスタ３４には、走査線ラッチ信号４２が入力され
る。これにより、各液晶層１４の走査線駆動ドライバ２
８は、走査線ラッチ信号４２が入力される前に入力され
たシフトクロックの数に対応する番号の走査線電極２４
に対し、走査線駆動信号４６を印加する。つまり、赤色
液晶層Ｒでは第４列目の走査線電極２４に対して走査線
駆動信号４６が印加され、緑色液晶層Ｇでは第５列目の
走査線電極２４に対して走査線駆動信号４６が印加さ
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れ、青色液晶層Ｂでは第６列目の走査線電極２４に対し
て走査線駆動信号４６が印加される。また、画像信号に
応じて、各液晶層１４では、データ線電極２６に対して
データ線駆動信号４８が印加される。
【００２７】続いて、赤色液晶層Ｒ、緑色液晶層Ｇ、青
色液晶層Ｂのシフトレジスタ３４に、更に３個のシフト
クロックが入力される。また、各液晶層１４のシフトレ
ジスタ３４には、走査線ラッチ信号４２が入力される。
これにより、赤色液晶層Ｒでは第７列目の走査線電極２
４に対して走査線駆動信号４６が印加され、緑色液晶層
Ｇでは第８列目の走査線電極２４に対して走査線駆動信
号４６が印加され、青色液晶層Ｂでは第９列目の走査線
電極２４に対して走査線駆動信号４６が印加される。ま
た、画像信号に応じて、各液晶層１４では、データ線電
極２６に対してデータ線駆動信号４８が印加される。
【００２８】以上のように、上述した実施形態の液晶装
置１０によれば、液晶装置にインターレース方式を採用
した場合の各フィールドにおいて、走査線駆動信号が印
加されている走査線列は透過状態となるが、他の液晶層
の走査線列（走査線駆動信号が印加されている走査線列
の上下方向に位置する他の液晶層の走査線列）は走査線
駆動信号が印加されていないため反射状態となる。すな
わち、すべての走査線列に対応する部分は２色が反射さ
れている状態となり、３枚の液晶層を支持している光吸
収層の色（通常は黒）が背景に現れることがなく、視認
性の良い画像が得られる。
【００２９】（２）  実施形態２
図７から図１１は、実施形態２の液晶装置１０Ａを示
す。この液晶装置１０Ａにおいて、３つの液晶層１４
は、走査線電極２４が一列（一ライン）づつずらして配
置されている。具体的に、最下層の赤色液晶層Ｒの１列
目からｎ列目の走査線電極は、中間層の緑色液晶層Ｇの
２列目からｎ＋１列目の走査線電極の下に位置し、ま
た、中間層の緑色液晶層Ｇの１列目からｎ列目の走査線
電極は、最上層の青色液晶層Ｂの２列目からｎ＋１列目
の走査線電極の下に位置している。また、特に図１０に
示すように、３つの液晶層１４は一つの走査線駆動ドラ
イバ２８に接続されている。
【００３０】この実施形態２の液晶装置１０Ａによれ
ば、図９に示すように、一つのフレームが３つのフィー
ルドに分割されており、第１のフィールドに対して、ま
ずコントローラ３２から走査線駆動ドライバ２８に対し
て、走査線シフトクロック４０が一つ供給された後、走
査線ラッチ信号４２が供給される。これにより、走査線
駆動ドライバ２８は、図９（ａ）に示すように、３つの
液晶層１４の第１列目の走査線電極に対して走査線駆動
電圧を順次印加する。ここで、３つの液晶層１４は、走
査線電極を一列づつずらして配置されているので、緑色
液晶層Ｇでは、青色液晶層Ｂの２列目の下にある走査線
に走査線駆動電圧が印加される。また、赤色液晶層Ｒで
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9
は、青色液晶層Ｂの３列目の下にある走査線に走査線駆
動電圧が印加される。
【００３１】次に、コントローラ３２から走査線駆動ド
ライバ２８に対して、走査線シフトクロック４０が３つ
供給された後、走査線ラッチ信号４２が供給される。こ
れにより、走査線駆動ドライバ２８は、青色液晶層Ｂの
第４列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの５列目の下に
ある緑色液晶層の走査線と、青色液晶層Ｂの６列目の下
にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧４６を印加
する。
【００３２】続いて、コントローラ３２から走査線駆動
ドライバ２８に対して、走査線シフトクロック４０が３
つ供給された後、走査線ラッチ信号４２が供給される。
これにより、走査線駆動ドライバ２８は、青色液晶層Ｂ
の第７列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの８列目の下
にある緑色液晶層の走査線と、青色液晶層Ｂの９列目の
下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加す
る。
【００３３】第２のフィールドに対し、図９（ｂ）に示
すように、走査線駆動ドライバ２８は、青色液晶層Ｂの
第２列目の走査線に走査線駆動電圧を印加し、また、青
色液晶層Ｂの３列目の下にある緑色液晶層の走査線に走
査線駆動電圧を印加し、さらに、青色液晶層Ｂの４列目
の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加
する。
【００３４】次に、走査線駆動ドライバ２８は、青色液
晶層Ｂの第５列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの６列
目の下にある緑色液晶層の走査線と、青色液晶層Ｂの７
列目の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を
印加する。
【００３５】続いて、走査線駆動ドライバ２８は、青色
液晶層Ｂの第８列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの９
列目の下にある緑色液晶層の走査線と、青色液晶層Ｂの
１０列目（実際には存在しない仮想の列である。）の下
にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加す
る。
【００３６】第３のフィールドに対し、図９（ｃ）に示
すように、走査線駆動ドライバ２８は、青色液晶層Ｂの
第３列目の走査線に走査線駆動電圧を印加し、また、青
色液晶層Ｂの４列目の下にある緑色液晶層の走査線に走
査線駆動電圧を印加し、さらに、青色液晶層Ｂの５列目
の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加
する。
【００３７】次に、走査線駆動ドライバ２８は、青色液
晶層Ｂの第６列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの７列
目の下にある緑色液晶層の走査線と、青色液晶層Ｂの８
列目の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を
印加する。
【００３８】続いて、走査線駆動ドライバ２８は、青色
液晶層Ｂの第９列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの１
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０列目（実際には存在しない仮想の列である。）の下に
ある緑色液晶層の走査線と、青色液晶層Ｂの１１列目
（実際には存在しない仮想の列である。）の下にある赤
色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加する。
【００３９】以上のようにして一つのフレームに対する
画像が表示される。また、以後のフレームについても上
述の処理が繰り返し実行される。また、上述のように、
実施形態２の液晶装置１０Ａでは３つの液晶層１４が走
査線を一列づつずらして配置されているので、一つの走
査線駆動ドライバで３つの液晶層１４を同時に駆動で
き、実施形態１の液晶装置１０に比べて駆動回路の構成
が簡単になる。
【００４０】（３）  実施形態３
図１２から図１６は、実施形態３の液晶装置１０Ｂを示
す。この液晶装置１０Ｂにおいて、図１２から図１４に
示すように、第１のグループに属する青色液晶層Ｂは、
緑色液晶層Ｇに対して走査線電極２４を一列ずらして配
置されている。ただし、第２のグループを構成する緑色
液晶層Ｇと赤色液晶層Ｒとの間には、走査線電極２４の
位置ずれはない。そして、図１５に示すように、青色液
晶層Ｂと緑色液晶層Ｇは一つの走査線駆動ドライバ２８
Ａに接続され、赤色液晶層Ｒは別の走査線駆動ドライバ
２８Ｂに接続されている。
【００４１】この実施形態２の液晶装置１０Ｂによれ
ば、図１４に示すように、一つのフレームが３つのフィ
ールド〔図１４（ａ）～（ｃ）に示す。〕に分割されて
いる。そして、駆動時、図１６に示すように、第１のフ
ィールドに対して、コントローラ３２から走査線駆動ド
ライバ２８Ａに対して、走査線シフトクロックが一つ供
給される。また、コントローラ３２から走査線駆動ドラ
イバ２８Ｂに対して、走査線シフトクロックが２つ供給
される。その後、コントローラ３２から走査線駆動ドラ
イバ２８Ａ，２８Ｂに、走査線ラッチ信号が供給され
る。これにより、走査線駆動ドライバ２８Ａは、図１４
（ａ）に示すように、青色液晶層Ｂの第１列目の走査線
に走査線駆動電圧を印加する。同時に、走査線駆動ドラ
イバ２８は、青色液晶層Ｂの第２列目の下にある緑色液
晶層Ｇの走査線に走査線駆動電圧を印加する。また、走
査線駆動ドライバ２８Ｂは、青色液晶層Ｂの３列目の下
にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加す
る。
【００４２】次に、コントローラ３２から走査線駆動ド
ライバ２８Ａ，２８Ｂに対して、走査線シフトクロック
が３つ供給された後、走査線ラッチ信号が供給される。
これにより、走査線駆動ドライバ２８Ａは、青色液晶層
Ｂの第４列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの５列目の
下にある緑色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加す
る。また、走査線駆動ドライバ２８Ｂは、青色液晶層Ｂ
の６列目の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電
圧を印加する。
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11
【００４３】続いて、コントローラ３２から走査線駆動
ドライバ２８Ａ，２８Ｂに対して、走査線シフトクロッ
クが３つ供給された後、走査線ラッチ信号が供給され
る。これにより、走査線駆動ドライバ２８Ａは、青色液
晶層Ｂの第７列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの８列
目の下にある緑色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印
加する。また、走査線駆動ドライバ２８Ｂは、青色液晶
層Ｂの９列目の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆
動電圧を印加する。
【００４４】第２のフィールドに対し、走査線駆動ドラ
イバ２８Ａは、図１４（ｂ）に示すように、青色液晶層
Ｂの第２列目の走査線と、青色液晶層Ｂの第３列目の下
にある緑色液晶層Ｇの走査線に走査線駆動電圧を印加す
る。走査線駆動ドライバ２８Ｂは、青色液晶層Ｂの４列
目の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印
加する。
【００４５】次に、コントローラ３２から走査線駆動ド
ライバ２８Ａ，２８Ｂに対して、走査線シフトクロック
が３つ供給された後、走査線ラッチ信号が供給される。
これにより、走査線駆動ドライバ２８Ａは、青色液晶層
Ｂの第５列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの６列目の
下にある緑色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加す
る。また、走査線駆動ドライバ２８Ｂは、青色液晶層Ｂ
の７列目の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電
圧を印加する。
【００４６】続いて、コントローラ３２から走査線駆動
ドライバ２８Ａ，２８Ｂに対して、走査線シフトクロッ
クが３つ供給された後、走査線ラッチ信号が供給され
る。これにより、走査線駆動ドライバ２８Ａは、青色液
晶層Ｂの第８列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの９列
目の下にある緑色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印
加する。また、走査線駆動ドライバ２８Ｂは、青色液晶
層Ｂの１０列目（実際には存在しない仮想の列であ
る。）の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧
を印加する。
【００４７】第３のフィールドに対し、走査線駆動ドラ
イバ２８は、図１４（ｃ）に示すように、青色液晶層Ｂ
の第３列目の走査線と、青色液晶層Ｂの第４列目の下に
ある緑色液晶層Ｇの走査線に走査線駆動電圧を印加す
る。走査線駆動ドライバ２８Ｂは、青色液晶層Ｂの５列
目の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印
加する。
【００４８】次に、コントローラ３２から走査線駆動ド
ライバ２８Ａ，２８Ｂに対して、走査線シフトクロック
が３つ供給された後、走査線ラッチ信号が供給される。
これにより、走査線駆動ドライバ２８Ａは、青色液晶層
Ｂの第６列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの７列目の
下にある緑色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加す
る。また、走査線駆動ドライバ２８Ｂは、青色液晶層Ｂ
の８列目の下にある赤色液晶層の走査線に走査線駆動電*
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*圧を印加する。
【００４９】続いて、コントローラ３２から走査線駆動
ドライバ２８Ａ，２８Ｂに対して、走査線シフトクロッ
クが３つ供給された後、走査線ラッチ信号が供給され
る。これにより、走査線駆動ドライバ２８Ａは、青色液
晶層Ｂの第９列目の走査線電極と、青色液晶層Ｂの１０
列目（実際には存在しない仮想の列である。）の下にあ
る緑色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加する。ま
た、走査線駆動ドライバ２８Ｂは、青色液晶層Ｂの１１
列目（実際には存在しない仮想の列である。）の下にあ
る赤色液晶層の走査線に走査線駆動電圧を印加する。
【００５０】以上のようにして一つのフレームに対する
画像が表示される。また、以後のフレームについても上
述の処理が繰り返し実行される。また、実施形態３の液
晶装置１０Ｂでは２つの液晶層Ｂ、Ｇが走査線を一列づ
つずらして配置されているので、一つの走査線駆動ドラ
イバで２つの液晶層Ｂ，Ｇを同時に駆動でき、実施形態
１の液晶装置１０に比べて駆動回路の構成が簡単にな
る。
【００５１】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように、液晶装
置にインターレース方式を採用した場合でも、すべての
走査線列に対応する部分は２色が反射されている状態と
なるため、３枚の液晶層を支持している光吸収層の色
（通常は黒）が背景に現れることがなく、視認性の良い
画像が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  実施形態１に係る液晶装置の概略構成を示す
断面図。
【図２】  図１に示す液晶装置における走査線電極とデ
ータ線電極の配置を模式的に表した図。
【図３】  図１に示す液晶装置における液晶装置の概略
構成を示すブロック図。
【図４】  図１に示す液晶装置における走査線駆動ドラ
イバの概略構成を示すブロック図。
【図５】  図１に示す液晶装置におけるインターレース
駆動を説明する図。
【図６】  図１に示す液晶装置における走査線シフトク
ロック、走査線ラッチ信号、データ線駆動信号の関係を
示す図。
【図７】  実施形態２に係る液晶装置の概略構成を示す
断面図。
【図８】  図７に示す液晶装置の概略平面図。
【図９】  図７に示す液晶装置のインターレース駆動を
説明する図。
【図１０】  図７に示す液晶装置における液晶装置の概
略構成を示すブロック図。
【図１１】  図７に示す液晶装置における走査線シフト
クロック、走査線ラッチ信号、データ線駆動信号の関係
を示す図。
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【図１２】  実施形態３に係る液晶装置の概略構成を示
す断面図。
【図１３】  図１２に示す液晶装置の概略平面図。
【図１４】  図１２に示す液晶装置のインターレース駆
動を説明する図。
【図１５】  図１２に示す液晶装置における液晶装置の
概略構成を示すブロック図。
【図１６】  図７に示す液晶装置における走査線シフト
クロック、走査線ラッチ信号、データ線駆動信号の関係
を示す図。
【符号の説明】
１０：液晶装置 *

14
*１２：液晶表示素子
１４：液晶層（Ｂ：青色液晶層、Ｇ：緑色液晶層、Ｒ：
赤色液晶層）
１６：光吸収層
１８：上部透明基板
２０：下部透明基板
２２：液晶
２４：走査線電極
２６：データ線電極
２８：走査線駆動ドライバ（駆動回路）
３０：データ線駆動ドライバ（駆動回路）
３２：コントローラ（制御回路）

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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